
表１　調査対象地域及び分析対象人数

調査対象地域 1996年　人数 2012年　人数

地域名 街区 男性 女性 合計 男性 女性 合計

佃 佃１-１～１０ 35 26 61 26 35 61

１．研究の背景と目的１．研究の背景と目的
　江戸東京における歴史的市街地において、時系列
上の連続性を保つ地域文化を継承する都心市街地の
計画設計手法の構築を行うことを目的とする。江戸
時代に構成された下町の都市構造は、明治時代の急
速な近代化、大正時代の関東大震災、昭和の第二次世
界大戦、戦後の高度経済成長、さらに防災等の観点か
らの木造密集市街地の再開発などの影響によって、
時系列上の連続性を持たないまま変化を繰り返して
きた。市街地の成長もしくは衰退、時系列上における
変容の連続性または不連続性という市街地構造の変
化を読み取ることで、江戸東京の歴史的市街地にお
ける歴史文化を継承する集住体の計画的方法論の構
築が可能になると考えられる　　　　　　　。
　これまでの東京の歴史的市街地の都心居住に関す
る研究として、東上野、築地、佃、月島地区それぞれの
居住者を類型化し、生活領域の居住環境と生活の様
態との関連性について考察を行った　　　。
　さらに、この４地区を 1996 年と 2012 年とで比較・
考察し、空間構成の変容過程を明らかにした。
これに対し本稿では、佃地区の現地調査から得られ
たデータを用いて、さらにその同居住街区で構成さ
れた年代別類型の物的環境と認知領域について比
較・考察する。

２．調査・分析方法２．調査・分析方法
２－１.－１. 調査対象地域及び調査期間 調査対象地域及び調査期間
 本研究の対象敷地は、文献調査　　をもとに①関東
大震災による被害地域、②関東大震災直後に土地区画
整理を行った地域、③宅地開発指定を受けた地域、④
戦災焼失区域を地図上にプロットし (図 1)、これら
の被害から逃れた地区を東京における歴史的市街地
と定義した。以下に調査対象地域と調査期間を示す。
■調査対象地域
・佃1丁目1～ 10番地（図 2）
■調査期間
第１期：1996 年 6 月 18 日～ 7月 2日
第２期：2012 年 7 月 28 日～ 8月 19 日
２一２ ２一２ 調査・分析方法調査・分析方法
 現地調査では 1/ 200 の白地図　　とアンケート記
入用紙を使用し、現地にてアンケート（圏域図示法　
を用いた認知領域調査）及び物理的街区調査を行っ
た。調査対象は中学生以上の地域住民とし、アンケー
ト記入用紙は調査員が記入し、白地図は調査対象者
に記入してもらった。木造住宅に３年以上居住して
いる住民を分析対象者とした。対象者概要を表１に
記す。
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東京都区部焼失区域図 ｢帝都近傍図｣(日蛇出版株式会社　昭和20年刊)を基に作成
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*１）　東京都区部焼失区域図帝都近傍図（日蛇出版株式会社　昭和 20 年刊） 

*２）　1996 年および 2012 年ゼンリン住宅地図

*３）圏域図示法：この方法は対象地域をよく認識している被験者を対象とした場合に有効であり、自己の住居の周辺地区などの比較的限定された

小地区の空間を対象とした研究に適している。認知の有無や広がりなどの量的な側面だけでなく、被験者の内部にある空間の切れ目を示してもら

うことにより、間接的にその構造を探ろうとするものである。  

＊３）

＊１）

５）６）

１）２）３）４）５）

＊２）

１

６

７

８

1010

２

５

３

９

４

隅田川

隅田川テラス

住吉小橋

佃川

0

10

30

60

100(m)

N
番地00

図２　佃1丁目対象地区
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３．1996－2012 年における建物用途と路地３．1996－2012 年における建物用途と路地の変化の変化
　1996 年と 2012 年のアンケート被験者対象地区内
の路地構成を比較し、建物の用途変化との関係性につ
いて考察する（図２）。
　対象地区およびその周辺では、主に戸建、集合住宅、
飲食店、賃貸ビル、商業施設、空き家に用途が変化して
いる。戸建住宅が減少し、空き家が増加している。集合
住宅への用途変更が多く見られた。路地構成は主にＩ
字型、Ｔ字型、Ｈ字型に分けられる。1996 年と 2012 年
の間に消失した路地は、２番地および３番地のＴ字型、
４番地のＨ字型、５番地のＴ字型であった。路地の消
失はＴ字型とＨ字型に見られ、戸建住宅や駐車場の新
築が原因であることがわかった。Ｉ字型の消失は見ら
れなかった。

４.４.物理的環境の変化と居住者の認知領域の関係性物理的環境の変化と居住者の認知領域の関係性
　圏域図示法　　を用いた認知領域の調査により、ア
ンケート被験者の「近隣付き合いの領域」と「日常生活
の領域」、佃１丁目 1～ 10 番地をまとめた認知領域図
（図３～１０）、構成要素の項目表（表２）を作成し、路
地の消失が見られた番地のうち事例として２番地お
よび５番地を取り上げた。
・１丁目２番地（図３－図６）
　2012 年の「近隣付き合いの範囲」と「日常生活の範
囲」において 1996 年と比べ認知領域は大きく拡大し
ている。「日常生活の範囲」の構成要素を 1996 年－
2012 年の間で比べると、ほぼ変化が見られなかった。
分散していた「日常生活の範囲」の認知領域の形状が
まとまりを見せている。これは周辺の開発区域や佃川
沿いの公園など特定の場所に住民の関心が向けられ
ていると考える。
・１丁目５番地（図７－図１０）
　2012 年の「近隣付き合いの範囲」と「日常生活の範
囲」において 1996 年と比べ認知領域は大きく拡大し
ている。「日常生活の範囲」の構成要素を 1996 年－
2012 年の間で比べると、「買い物」、「散歩」のサンプル
が増えていた。これは周辺の開発や、1996 年－2012 年
の間で周辺に大きな公園が増えたことが要因である
と考える。

５．まとめ５．まとめ
　以上の分析考察により、佃地区における物理的な環
境と居住者の認知の構造との相関について以下の結
果が得られた。
①路地が消失する要因は主に建て替え・新築であり、
Ｔ字型とＨ字型に見られた。Ｉ字型の路地は周辺環境
の変容に左右されにくいと考える。
②2012 年の「近隣付き合いの範囲」と「日常生活の範
囲」は 1996 年と比べ、事例とした２番地、５番地とも
に認知領域は拡大している。二種類の認知領域が広
がった要因には、周辺地域の開発、佃川沿いの公園や
隅田川テラスが新しくできたことがひとつの要因で
あると考える。
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表４　「日常生活の範囲」構成要素の項目順位表

サンプル サンプル項目項目
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図３　1996年　佃1丁目2番地
「日常生活の範囲」認知領域

図９　1996年　佃1丁目5番地
「日常生活の範囲」認知領域

図７　1996年　佃1丁目5番地
「近隣付き合いの範囲」認知領域

図４　2012年　佃1丁目2番地
「日常生活の範囲」認知領域

図１０　2012年　佃1丁目5番地
「日常生活の範囲」認知領域

図１　1996年　佃1丁目2番地
「近隣付き合いの範囲」認知領域

図２　2012年　佃1丁目2番地
「近隣付き合いの範囲」認知領域

図８　2012年　佃1丁目5番地
「近隣付き合いの範囲」認知領域

１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地

１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地

１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地

１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地 １丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地１丁目２番地

１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地

１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地 １丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地１丁目５番地
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